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１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度

「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」

について
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ＳＤＧｓ達成に向けた区の取組の全体像

１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」について

オールおおたでＳＤＧｓに取り組むための機運醸成
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区民 企業

ＳＤＧｓ意識 高

ＳＤＧｓ意識 低

ＳＤＧｓおおた
スカイパートナー

ＳＤＧｓおおた
ゴールドスカイ
パートナー

・広報物の作成
・ワークショップ
等の開催
・ロゴマークの
周知

企業向けにはＳＤＧｓおおたスカイパート
ナー（ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度）を実施

区民向けには広報物の作成やワークショッ
プ等の開催、ロゴマークの周知を実施

オールおおたでＳＤＧｓ達成をめざす



大田区の未来像

１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」について

2030年のあるべき姿

羽田から未来へはばたく おおたSDGs未来都市の実現

～新産業と匠の技が融合するイノベーションモデル都市～

1. 区内産業の「稼ぐ力」が向上し、持続可能な成長を続けるまち

2. 環境と産業が調和した持続可能なまち

3. イノベーションの担い手が将来にわたって持続的に生み出されるまち 3



１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」について

ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度の概要

地方公共団体がＳＤＧｓに貢献しようとする

地域事業者等を「見える化」することで、

地域における認知度の向上による事業機会

の拡大や地域経済の活性化につなげる

 「見える化」を通じて、地域の金融機関、大学

等様々なステークホルダーとの連携促進や

企業のさらなるＳＤＧｓ推進につなげる

【イメージ図】

ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度とは
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地方創生ＳＤＧｓ金融調査・研究会
『地方創生ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度ガイドライン（暫定版）2023年度【第二版】』から引用



１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」について

ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度の全体像

地方創生ＳＤＧｓ金融調査・研究会
『地方創生ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度ガイドライン（暫定版）2023年度【第二版】』から引用

宣言・登録・認証の違い
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制度選択 めざす姿を整理し、「宣言」「登録」「認証」から最適な制度を選択
 「見える化」する目的や対象とする取組を設定（総合計画/戦略との紐づけも有用）
 ステークホルダーの意見や人材、予算等を考慮し、制度を選択

要件設定 選択した制度に対する要件（資格・基準・制度運用上の必要事項等）を検討、設定
※選択した制度や要件の詳細は公表することを必須とする
※要件に適合しなくなった場合など、制度運用上の必要事項を設定し、管理を行う
地域事業者を公表している場合は適宜、公表内容を更新する

制度運用  地域事業者が、要件を満たす
ことを確認し、公表

 地方公共団体が宣言した地
域事業者を公表
※公表は任意

 地域事業者が、要件を満
たすことを確認し、届出

 地方公共団体が地域事業
者を登録、公表

 地域事業者が、要件を満
たすことを確認し、申請

 地方公共団体自ら又は指
定機関が認証した地域事
業者を認証、公表

宣言 認証登録

【参考】導入自治体数（令和６年３月31日現在）

宣言 ： 46（都道府県 ： ６ 市区町村 ： 40）

登録 ： 69（都道府県 ： 23 市区町村 ： 46）

認証 ： 6（都道府県 ： 2 市区町村 ： 4）

※複数の制度を導入している場合は
それぞれにカウント



SDGs宣言・登録・認証制度の方向性

１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」について

大田区の特徴
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●区内の全事業所数：28,532所

うち製造業の事業所数：3,584所（都内最多）
※令和３年経済センサス

●卸売業、小売業、宿泊業、飲食業、サービス業等

が集積する都内最大級の商店街数を誇る

※大田区産業振興ビジョン

SDGsに取り組む企業を「見える化」するための

間口の広い制度が望ましい

●大田区SDGs未来都市計画を策定

「新産業と匠の技が融合するイノベーションモ

デル都市」をめざしている

SDGsに取り組む企業のみならず、未来都市計画

の実現に寄与する取組を行う企業を支援する制度

が必要

上記の目的を達成するために、

２段階での登録制度を検討



SDGs宣言・登録・認証制度の方向性

１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」について

制度案・イメージ、申請要件

３． 申請要件

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー

 大田区に本社または支社、支店がある会社又は個人事

業主であること

 その他各種法令等に違反していないこと
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２． 制度イメージ

 ＳＤＧｓおおたスカイパートナー： 間口を広くした、SDGｓに取り組む企業を「見える化」する制度

●目的 ・小さなことでも、できることから取り組んでいる企業を「見える化」する

・地域のSDGsの取組の底上げを図る

 ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー： SDGsに取り組む企業のみならず、未来都市計画の実現に寄与

する取組を行う企業を支援する制度

●目的 ・未来都市計画の実現に寄与する企業を支援する

・ＳＤＧｓに積極的に取り組む企業を増やす

１． 制度案



SDGs宣言・登録・認証制度の方向性

１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」について

申請の流れ

申請者 大田区

①申請書、宣言書等提出 ②受理・確認
パ
ー
ト
ナ
ー ③認定証発行

・認定証受領
・企業・団体名、取組内容HP公表

④企業・団体名、取組内容公表

大田区

①申請書、宣言書、チェックリスト等提出 ②受理・確認

③認定証発行

・認定証受領
・企業・団体名、取組内容HP公表
・「総合評価落札方式」の加点
・区制度融資による支援
・「公民連携SDGsプラットフォーム」との連携
※ゴールドパートナーは令和７年度より開始予定

④企業・団体名、取組内容公表

ゴ
ー
ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー

申請者
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SDGs宣言・登録・認証制度の方向性

１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」について

各制度の特徴と認定基準

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー
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＜特徴＞

 令和６年度中に募集開始、認定

 小さなことでも、できることから取り組んで

いる企業を「見える化」する

 地域のSDGsの取組の底上げを図る

＜認定基準＞

 提出書類の内容に疑義がなければ認定

●宣言書の内容

 企業としての2030年のあるべき姿を示す

 取り組んでいる/取り組みたいSDGs17ゴー

ル・目標を選択

 取り組んでいる/取り組みたい内容を記載



SDGs宣言・登録・認証制度の方向性

１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」について

各制度の特徴と認定基準

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー

分野 SDGsゴール 項目

未来都市 8・9 デジタル化による生産性向上を推進している

未来都市 8・9
稼ぐ力の向上や地域課題解決に繋がる新たなイ

ノベーション創出に取り組んでいる

未来都市 17
大田区公民連携ＳＤＧｓプラットフォームに参画

している

未来都市 13
環境に配慮した原材料、部材、什器、備品を使

用している

未来都市 7・9・13
水素などのクリーンエネルギー活用に向けた取組を

推進または検討している

未来都市
11・12・13・

14・15
３Rに繋がる取組を行っている

未来都市 4 教科「おおたの未来づくり」の推進に協力している

未来都市 3
従業員の子育て、介護等の家庭に対する支援を

行っている

未来都市 1・2・3・12 おおたフード支援ネットワークの取組に貢献している

未来都市 8・9
事業継続や事業承継に関する取組が進められて

いる 10

＜特徴＞

 令和７年度中に募集開始、認定

 未来都市計画の実現に寄与する企業を支援

 ＳＤＧｓに積極的に取り組む企業を増やす

＜認定基準＞

 SDGｓ未来都市計画を軸にした項目に加え、経

済、環境、社会の分野を加えた40程度の項目を

設定し、一定程度達成している企業のみ認定

 「未来都市」分野の項目

 「経済」分野の項目

例）利害関係者（ステークホルダー）との適切な関係を

保持するための措置をとっている

 「環境」分野の項目

例）温室効果ガスの排出削減に取り組んでいる

 「社会」分野の項目

例）全ての従業員との間で労働条件を明確化し、労働

時間を適切に把握・管理している



SDGs宣言・登録・認証制度の方向性

１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」について

各制度のインセンティブ

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー

 インセンティブは限定する

●認定証の交付

※認定は３年間を予定

●区HPで企業名、取組内容等公表

◇認定証イメージ

◇区ＨＰでの企業名、取組内容公表イメージ
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業種 企業ロゴマーク 企業名 宣言内容

農林水産業 Ａ株式会社
宣言書

（ＰＤＦ）

農林水産業 ： Ｂ株式会社
宣言書

（ＰＤＦ）

農林水産業 ： Ｃ株式会社
宣言書

（ＰＤＦ）

建設業 ： Ｄ株式会社
宣言書

（ＰＤＦ）

建設業 ： Ｅ株式会社
宣言書

（ＰＤＦ）

建設業 Ｆ株式会社
宣言書

（ＰＤＦ）



SDGs宣言・登録・認証制度の方向性

１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」について

各制度のインセンティブ（案）

 インセンティブは「SDGsおおたスカイパート

ナー」より拡充する

●認定証の交付

※認定は３年間を予定

●区HPで企業名、取組内容等公表

●「総合評価落札方式」の加点

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー

◇「総合評価落札方式」とは
区が発注する建設工事において、価格その他の
条件が区にとって最も有利なものをもって申
込みをした者を落札者とする方式のうち、簡易
な評価によって総合評価を行う方式

◇加点イメージ（案）
ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナーへの登
録で１点加点
※現在は43点満点

◇「大田区公民連携ＳＤＧｓプラットフォーム」とは
様々な業種や分野のステークホルダーとパートナーシップ
を深める場
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●区制度融資による支援

●「大田区公民連携SDGsプラットフォーム」 との連携

（情報発信・企業間交流）



SDGs宣言・登録・認証制度の方向性

１ ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度「ＳＤＧｓおおたスカイパートナー」について

今年度のスケジュール

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

制度内容

制度広報

募集・認定

推進会議を踏まえ
制度内容調整

内容を各委員に
確認し制度確定

広報準備

広報開始
区報
区HP

募集期間

審査、認定準備

認定開始
区HPで公開
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意見交換のポイント

 ＳＤＧｓ宣言・登録・認証制度を２段階に分けて運用することについて

 各制度の認定基準について

 各制度のインセンティブについて

 今年度のスケジュールについて
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